
第１号様式（第４条関係）　　　記入例（コミュニティセンター）
　　年　　月　　日

会津若松市長　あて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業主体名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　

コミュニティ助成事業申請希望書
（   コミュニティセンター     助成事業）

標記事業について、下記のとおり実施したいので、提出します。

１．助成申請希望事業の計画

（１）　整備を予定しているもの

      ○○町内会集会所及び施設に必要な備品（いす、テーブルなど）

（２）　助成を必要とする理由

  （組織の説明）

・事業主体である○○町内会は、町内会各世帯の親睦と融和を図り、相互扶助の精神に基づ

き、住みよいまちづくりを目的とした団体である。　　　など　　　　　　　　　　　

　（目的や理由）

・近隣に地区住民が集まれる施設がなく、不便をきたしている。　　など　　　　　

　　

（３）実施により期待できる効果

  

  （効果）　

　　・集会所を新設することにより、住民同士の交流が活性化する。　　など

　申請日

希望する事業を記入する

　整備したいものを具体的に記入する



（４）事業計画、維持管理体制

  （事業内容）

・地域住民の交流事業に使用する集会所を新設する。　　など

　（管理方法）

・○○町内会区長を責任者とし、○○町内会にて維持管理していく。また、長年にわたり利用して

いくため、修繕等に充てる積立を行う。　など

　（活用方法）

　　・町内会住民全員が参加できる事業に使用する。　　など

（５）過去における当該助成事業の適用又は申請時において公共団体等からの同様の補助

　　　補助年度　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　補助事業名（　　　　　　　　　　　　　　　　［内容　　　　　　　　　　　　］）

　　　補助金額　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円　　）

２．助成申請希望額（１０万円単位で記入）

事業費総額（A） 自己負担額（B） 助成申請額（A―B）

(例)１５,０００,０００円 （例）６,０００,０００円 ９ ０ ０ ０ ０ ０ ０円

３．添付資料

　（１）事業実施主体の規約

　（２）事業実施主体の総会資料(事業計画及び予算書等が記載されているもの）

　（３）金額積算根拠（見積書等）

　（４）事業内容に関する資料

　（５）その他必要とされる書類

　　　　

４．連絡責任者　（※ＦＡＸ・メールアドレスは、記載しなくても差し支えない。）

 住　　　所 〒　　　　-

 氏　　　名（かな） 　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　）

 電　　　話

 Ｆ　Ａ　Ｘ

 メ　ー　ル

事業総額の５分の３以内の額
（１０万円単位）
※上限１ ,５００万円


